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連携にいたる経緯
　ホスピタルアートの取組みが日本で最も進んでいる、堺市にある耳原総合病院・院長の奥村伸二院長
のご子息が本学社会安全学部の学生で、同学部亀井教授の授業の教科書「経営学とリスクマネジメント
を学ぶ」を奥村院長が自宅で偶然目にした。「リスクマネジメントには感性が重要」という主張に共感され
たことがきっかけで、同病院から異業種の講師による研修の依頼を亀井教授が受けることとなった。こ
れがきっかけとなりホスピタルアートに関わるさまざまな人とのつながりを得て、本プロジェクトを実現
することとなった。

活動内容
　初年度の2018年度は、講演会の実施および耳原総合病院がホスピタルアート導入に際してモデル
にした英国への視察を行った。（チェルシー・ウェストミンスター病院／ロイヤル・カレッジ・オブ・ア
ート）2019年度は英国に加えフランスも視察。（チェルシー・ウェストミンスター病院／マンチェスタ
ー王立眼科・子ども病院／ Lime プリンティング・スタジオ／ロイヤル・カレッジ・オブ・アート／パ
リ大学サン・ルイ病院／サン・タンヌ病院）最終年度である2020年度はフランス事情も考察する。

2018年度
【第1回講演会】
内容：「堺市・耳原総合病院におけるホスピタルアートの取り組み―いかにホスピタルアートの導入を
決断し実現してきたか」

【第2回講演会】
内容：「英国チェルシー・ウェストミンスター病院におけるホスピタルアート最新現地調査より」「療養
環境におけるアートとその可能性」

【第3回講演会（昼の部・夕の部2回実施）】
内容：英国マンチェスター・メトロポリタン大学クライブ・パーキンソンClive Parkinson氏の講演と
討論　耳原総合病院のホスピタルアート見学会

2019年度
【報告会】
テーマ：「英国王立マンチェスター眼科・子ども病院におけるホスピタルアートとLimeの活動」

【ワークショップ参加】
マンチェスター Limeアニメーション・ワークショップ、ロンドンArt4Minds身体表現ワークショップ

活動の目的

■ 主な連携先・メンバー
社会医療法人同仁会 耳原総合病院院長　奥村伸二氏／耳原総合病院アート
ディレクター　室野愛子氏／耳原総合病院事務局　柴田康弘氏／近畿大学
教授　森口ゆたか氏／画家　中島裕司氏／マンチェスター・メトロポリタン
大学　アート・フォー・ヘルス（Art for Health）代表　クライブ・パーキン
ソン（Clive Parkinson）氏／マンチェスター　ライム・アート・プログラム

（Lime）代表　ドーン・プレスコット（Dawn Prescott）氏
■ 活動地域

大阪府堺市／関西大学堺キャンパス・梅田キャンパス・千里山キャンパス・
高槻ミューズキャンパス・東京センター

■ 活動期間
2018年度～継続中

■ 活動資金
堺市と関西大学との地域連携事業

DATADATA

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

日本屈指の「ホスピタルアート」を実現している耳原総合病院が堺市に存在している
ことを、堺市のブランド力向上、堺市民の癒しと健康増進に結びつけること

1 ホスピタルアートに関わる国内の研究者、英国の研究者と研
究機関との連携を築いた

2  堺市関係者、堺市民にホスピタルアートとは何かについて、
一定の情報提供を行うことができた

3 研究成果出版物（「なぜホスピタルアートを導入したのか『ホス
ピタルアートのある街・堺』耳原総合病院・奥村伸二院長　講
演録」他）を刊行した

1 講演会や研究成果の刊行を通じて「ホスピタルア
ート」についての認知度向上をはかる

2「ホスピタルアートの街」としての堺のブランド力
向上につなげる

3 堺市民の健康意識向上にどのようにしてつなげて
いくかを検討する

■ 社会安全学部 教授

亀井克之
Katsuyuki Kamei

　専門はリスクマネジメント論。
2019年著作：
 Risk Management ‒Basic 
Theory and Case‒, Kansai 
University Press.
2020年著作：

『続・市民マラソンがスポーツ文化
を変えた』（共著、関西大学出版部）

■ 化学生命工学部
　教授

上田正人
Masato Ueda

　専門は材料物性。セラミック半導体
の光応答を利用した細胞プリンター
の開発、骨再生メカニズムを利用した
サンゴ礁の再生、電気抵抗率の超精密
測定による格子欠陥の検出に関する
プロジェクトを進めている。AYA世代
病棟とフィールド（スポーツ）を繋げる
ホスピタルフットボールの活動にも
参加している。

教 員 紹 介

健康・医療

「ホスピタルアートのある街」堺のブランド力向上と
堺市民の健康意識向上への貢献

連携にいたる経緯
2018年度に堺市博物館と実施した源氏物語絵図の体験型デジタル展示の経験を踏まえて、
世界有数のコレクションを有する堺 アルフォンス・ミュシャ館の魅力をデジタル展示によって
発信する取り組みに協力することとなった。

活動内容
　19世紀末を彩ったアール・ヌーヴォーの代表的画家であるアルフォンス・ミュシャ（1860～1939）
の作品を、デジタル展示で紹介するイベントを堺市立文化館ギャラリーおよびグランフロント大阪 
ザ・ラボにおいて計3回にわたって実施。2019年度はミュシャ没後80年の節目にあたることから

「生き続けるミュシャ―アルフォンス・ミュシャ没後80年企画―」と題して展示イベントを開催した。
　グランフロント大阪においては、ミュシャのポスター作品をモチーフとしたモーショングラフィックス、
大型連作絵画《スラヴ叙事詩》のスケール感を体験できるVRコンテンツなどを展示。イベント2日目
には、堺 アルフォンス・ミュシャ館の学芸員 川口裕加子氏による講演会を開催し、堺市が世界有数の
ミュシャ・コレクションを形成するに至った経緯とミュシャの生涯をたどりつつ、ミュシャがパリで
描いた19世紀末のポスター作品について解説していただいた。
　堺市立文化館では、グランフロント大阪での展示内容に加え、装飾図案を用いたデザイン体験、
作品モデルの3Dプリンタ出力、装飾パネル内のシーンを仮想空間で体感する作品などを展示した。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
堺市文化観光局文化部文化課主幹 兼 企画係長 花木義幸氏／
堺 アルフォンス・ミュシャ館館長 岡端敏之氏・学芸員 川口裕加子氏

■ 活動地域
大阪府堺市

■ 活動期間
2019年度

■ 活動資金
堺市と関西大学との地域連携事業

DATADATA

堺市が有する質の高い文化芸術資産による都市魅力の創造と対外的な
魅力発信の一助となることを目指す

1 仮想現実感（VR）の技術を美術作品鑑賞に活用した例は少なくない
が、大型絵画のスケール感を実感してもらうには特に効果的であった

2 展示用に制作した映像コンテンツやグラフィックスの一部は、堺ミュ
シャ館で今後の企画や展示に役立ててもらえるように、元データを提
供することができた

デジタルコンテンツを複合的に活用した展示
鑑賞支援の先進的な取組みとして、他の美術
館や博物館にも応用していきたい

■ 総合情報学部 教授
堀雅洋 Masahiro Hori

　専門は知識情報学。情報をわかりやすく伝えるためのデザイン手法、
および社会環境での学び（博物館学習、情報モラル学習、防災学習など）
を支援するアプリやコンテンツに関する研究に取り組んでいる。

　専門はメディア・アート。デジタルメディアにおける映像と音楽の
新しい創造性をテーマに、視覚と聴覚の相互作用による表現効果を
研究。美術家、音楽家として作品制作も行っている。

■ 総合情報学部 教授
井浦崇 Takashi Iura

■ 総合情報学部 教授
林武文Takefumi Hayashi

　専門は視覚認知情報処理。視覚を
中心とした人間の情報処理メカニズム
を解明し、ヒューマンインタフェースに
おける情報の提示方法を明らかにする
ことを目的に研究を行っている。

■ 総合情報学部 教授
松下光範Mitsunori Matsushita

　専門はインタラクティブシステムデザイ
ン。様々な情報処理システムの、機能性の高
さ（インテリジェンス）と使いやすさ（インタラ
クション）とを両立するシステムの実現なら
びにその方法論について研究を行っている。

■ 総合情報学部 教授
荻野正樹Masaki Ogino

　専門は認知ロボティクス。ヒトが発
達段階で身につけていく認知能力を
ロボットに持たせることで、ヒトの持つ
認知メカニズムの原理を研究している。

教 員 紹 介

文化・スポーツ振興

堺 アルフォンス・ミュシャ館と連携した
メディアアート展による堺市の魅力創造・発信
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